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野
口
英
世
博
士
の
恩
師
・
小
林
栄

の
業
績
や
資
料
を
展
示
・
顕
彰
す
る

﹁
松

し
ょ
う

亭て
い

・
小
林
栄
ふ
る
さ
と
記
念
館
﹂

は
７
月
20
日
、
古
城
町
に
開
館
し
ま

し
た
。

　

記
念
館
は
、
平
屋
の
栄
の
生
家
と

二
階
建
て
の
蔵
で
構
成
さ
れ
、
栄
の

の
書
や
野
口
博
士
か
ら
の
手
紙
な
ど

約
２
０
０
点
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

栄
の
ひ
孫
に
当
た
る
小
林
佑
子
さ
ん

と
夫
の
俊
治
さ
ん
が
修
繕
を
行
い
、

栄
の
号
で
あ
る
﹁
松
亭
﹂
と
名
付
け

ら
れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
小
林
栄
顕
彰
会
理
事

長
の
新
城
猪
之
吉
記
念
館
長
が
﹁
記

念
館
に
は
小
林
先
生
が
当
時
使
用
し

て
い
た
も
の
や
資
料
な
ど
が
数
多
く

展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
野
口
博
士
と

と
も
に
小
林
先
生
の
業
績
を
顕
彰
し

て
い
き
た
い
﹂
と
あ
い
さ
つ
。
前
後

公
町
長
ら
が
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

記
念
館
は
10
月
中
旬
ま
で
の
毎
週

日
曜
日
、
午
前
10
時
か
ら
午
後
４
時

ま
で
開
館
し
、
入
場
は
無
料
で
す
。
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今月の表紙
磐梯まつりのフィナー
レを飾る「会津磐梯山
総おどり」には約 600
人が参加して、最後ま
で祭りを盛り上げまし
た。（ 関 連 ４ ～ ５ ペ ー
ジ）

【撮影日】　７月 28 日
【撮影場所】　中央通商店街

【目次】

開館を祝い、テープカットする新城館長
（右から４人目）ら

朝ドラ放送決定を祝う

　福島市出身の作曲家古関裕而さんと妻の金
きん

子
こ

さんがモ
デルのＮＨＫ朝の連続テレビ小説「エール」の来春から
の放送決定を記念した横断幕のお披露目式は７月４日、
緑の村で行われ、関係者ら約 30 人が出席しました。
　古関さんが作曲し、丘灯

と

至
し

夫
お

さんが作詞した昭和の大
ヒット曲「高原列車は行く」は、かつて町内を走ってい
た沼尻軽便鉄道がモデルになっていて、昭和 28 年に同
鉄道のディーゼル機関車を製造した福島市の協三工業が
横断幕を町に寄贈しました。横断幕は縦１㍍、横 14㍍。
客車を引く機関車の写真が印刷されています。横断幕は
緑の村に保管している同鉄道の車両の前に設置されまし
た。
　お披露目式では、沼尻鉱山と軽便鉄道を語り継ぐ会の
出口陽子会長が「町の観光振興に役立てていきたいです」
とあいさつ。協三工業の加藤守社長らがあいさつを述べ、
出席者全員で「高原列車は行く」を歌いました。
　沼尻高原鉄道の元職員で最終列車の運転手を務めた半
澤武男さん（下舘）は「横断幕をいただきとてもうれし
いです」と話しました。

福島市の協三工業が横断幕を寄贈

横断幕の設置を喜ぶ関係者

沼尻高原鉄道元職員の半澤さん（右）と妻の重子さん

犯罪のない地域社会を築く

広報活動出発式で記念撮影する参加者

「社会を明るくする運動」強化月間

　猪苗代地区の保護司会や更生保護女性会などの関係団体は「社
会を明るくする運動」強化月間の 7 月、犯罪のない明るい社会
を築くための活動を繰り広げました。７月１日早朝にはＪＲ猪苗
代駅前で啓発活動を行い、参加者がチラシなどの啓発グッズを配
り、非行防止などを呼びかけました。また、22 日には町内広報
活動として広報車で呼びかけを行ったほか、事業所などを訪問し
て、明るい社会づくりへの協力を求めました。

大勢の家族連れでにぎわう

　音楽と駄菓子で子どもたちを元気づける「ぼっちぼっちフェス」
は７月 15 日、山潟地区の寿徳寺で開かれました。
　境内には射的などの出店が立ち並んだほか、ミュージシャンで
二人組のユニット「駄菓子屋Ｒｏｃｋ」がライブ演奏を披露し、
音楽に合わせて駄菓子を投げるパフォーマンスを繰り広げまし
た。会場には、音楽と駄菓子を楽しむ大勢の家族連れなどの歓声
が響き渡りました。

寿徳寺で「ぼっちぼっちフェス」開催

音楽ライブで盛り上がる来場者

小林の書などが展示されている蔵

今月の話題
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第
71
回
磐
梯
ま
つ
り
は
７
月

27
、
28
の
両
日
、
旧
役
場
跡
地
の

お
ま
つ
り
広
場
を
メ
イ
ン
会
場
に

開
か
れ
ま
し
た
。

　

磐
梯
ま
つ
り
は
、
明
治
21
年
７

月
15
日
の
磐
梯
山
噴
火
で
殉
難
し

た
人
々
の
追
悼
と
供
養
を
目
的
と

し
て
始
ま
り
、
五
穀
豊ほ

う

穣じ
ょ
うや
町
民

の
安
寧
を
祈
願
す
る﹁
火
の
祭
り
﹂

と
し
て
継
承
・
発
展
し
て
き
ま
し

た
。

　

磐
梯
ま
つ
り
に
は
﹁
魂
を
な
ぐ

さ
め
る
心
﹂
と
﹁
誕
生
に
感
謝
す

る
心
﹂の
二
つ
の
心
が
あ
り
ま
す
。

今
年
も
﹁
火
に
託
す
二
つ
の
心
・

﹃
祈
り
﹄
と
﹃
感
謝
﹄﹂
を
テ
ー
マ

に
、
多
く
の
町
民
の
皆
さ
ん
が
参

加
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

初
日
は
、
磐い

わ

椅は
し

神
社
で
御ご

神じ
ん

火か

授
与
祭
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
太
鼓

の
競
演
や
山
車
と
み
こ
し
の
競

演
、
た
い
ま
つ
行
列
な
ど
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

二
日
目
は
、
音
楽
パ
レ
ー
ド
か

ら
イ
ベ
ン
ト
が
ス
タ
ー
ト
。
天
候

を
考
慮
し
て
カ
メ
リ
ー
ナ
で
行
わ

れ
ま
し
た
。お
ま
つ
り
広
場
で
は
、

ア
マ
チ
ュ
ア
バ
ン
ド
の
演
奏
な
ど

多
彩
な
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
が
繰

り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
夜

に
は
会
津
磐
梯
山
総
お
ど
り
が
行

わ
れ
、
祭
り
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
飾

り
ま
し
た
。

　

当
日
の
様
子
を
写
真
で
紹
介
し

ま
す
。

1_ 磐
い わ

椅
は し

神社からおまつり広場のお旅
た び

所
し ょ

祭
さ い

に向かう御
ご

神
じん

火
か

行
列。山伏と大天狗、神職を先頭に、実行委員らが磐椅神社か
ら頂いた御神火をたいまつで運ぶ　2_ カメリーナで行われ
た音楽パレードで見事な演奏を披露する猪苗代小学校の児童
3_ 磐椅神社での御神火授与祭を終え、記念撮影する天狗と
巫女。猪苗代中学校の生徒 8 人が小天狗と巫女に扮

ふ ん

し、神
事やたいまつ行列に参加した　4_ お茶を振る舞う猪苗代高
校茶道同好会の生徒。町商工会青年部の出店では、同校の生
徒が店員として活躍した

5_ 大勢の町民の皆さんが参加したたいまつ行列　6_ 磐梯ま
つりのフィナーレを飾る会津磐梯山総おどり。町内の各種団
体や事業所などから約 600 人が参加した。今年も仮装コン
テストが開催され、磐梯まつりを大いに盛り上げた　7_ 新
企画「ラムネ早飲み競争」に参加する子どもたち。熱い戦い
を繰り広げる参加者に、会場からは盛んな声援が送られた　
8_ たいまつ行列に参加するため、稚児に「変身」した子ど
もたち　9_ 音楽パレードで堂々とした演奏を披露する長瀬
小学校鼓笛隊

第
71
回

磐
梯
ま
つ
り

1

2 3

54

6

7

8 9
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TOWN  TOPICS

地域の民話や昔話を紹介

「龍の剣堀」を発表する阿部重孝さん

第 18 回いなわしろ民話祭り

　「第 18 回いなわしろ民話祭り」は 7 月 15 日、町むかし体験
館で開かれました。
　民話の発表では、「水の恵みに感謝して」と「語り継ぐおらほ
の話」の 2 つをテーマに、いなわしろ民話の会の会員 14 人が本
町周辺地域で語り継がれてきたさまざまな民話や昔話などを紹介
しました。会場を訪れた人たちは、遠い昔のふるさとに思いをは
せながら、熱心に聞き入っていました。

湖水浴シーズンの安全を祈願

安全を祈願し、神事を執り行う関係者ら

猪苗代湖五浜合同浜開き

　　「猪苗代湖水難事故防止祈願祭並びに五浜合同浜開き」は７
月 12 日、レイクサイドホテルみなとやで行われ、各浜の関係者
ら約 30 人が出席しました。水難事故防止祈願祭では神事が執り
行われ、関係者らが玉串をささげて湖水浴シーズン中の安全と無
事故を祈願しました。主催者を代表して秦久尚長浜観光協会長が

「猪苗代湖を訪れる人たちが安全、安心して利用できるよう関係
機関と連携して環境を整備したい」とあいさつを述べました。

まちのわだい

前後町長に提言書を手渡す氏田委員長（左）

校名は「猪苗代中学校」に
統合中学校の校名に関する提言書を提出

磐梯山噴火犠牲者を追悼

　明治 21 年の磐梯山噴火犠牲者を追悼する磐梯山噴火殉難者供
養祭は７月 15 日、西円寺で執り行われ、遺族ら約 80 人が参列
しました。式では、磐梯まつり実行委員長の渡部常男町商工会長
が「噴火による尊い犠牲を無にすることなく、私たちにはこの悲
惨さを末永く伝えていく責務があります」と式辞を述べました。
読経、焼香に続いて前後公町長、長沼一夫町議会議長が供養の辞
を述べ、遺族代表の鈴木輝夫さんが謝辞を述べました。

磐梯山噴火殉難者供養祭

犠牲者を追悼し焼香する参列者ら

　町教育施設適正配置等推進委員会の氏田泰昭会長は 7 月 19 日、
町役場を訪れ、前後公町長に町統合中学校の校名に関する提言書
を手渡しました。６月 14 日に開催された町教育施設適正配置等
推進委員会において、令和４年４月に開校予定の統合中学校の校
名を「猪苗代中学校」と承認した内容の提言書を前後町長に提出
しました。校名は 12 月に開かれる町議会の議決を経て正式に決
定されます。

7 月、アジサイが見頃を迎える

アジサイの前で記念撮影する子どもたち

見応え十分、亀ケ城公園のアジサイ

　亀ケ城公園は 1191（建久２）年に猪苗代経
つね

連
つら

が築いた猪苗代城
跡とその周辺を整備した公園で、町内外の皆さんに親しまれる憩
いの場です。
　7 月上旬、亀ケ城公園の「みんなの広場」付近の斜面に植えら
れている約 500 株のアジサイが見頃を迎えました。現在はすで
に見頃は終わってしまいましたが、例年６月下旬から 7 月上旬
にかけて見頃を迎えます。来年もぜひご覧ください。

7 品目で「ＪＧＡＰ」を取得

　宇川ブルーベリー園園主の宇川進さんと代表の勝久さんは 7
月 19 日、町役場を訪れ、前後公町長に農産物の国内版認証「Ｊ
ＧＡＰ」取得を報告しました。認証品目はアスパラガス、ギョウ
ジャニンニク、トマト、ナツハゼ、ニンニク、ブルーベリー、ル
バーブの 7 品目。進さんが取得までの経緯などを報告しました。
勝久さんは「生産品目の安全性が認められたので、さらにおいし
い農産物を提供できるようにしたいです」と抱負を話しました。

宇川ブルーベリー園がＪＧＡＰ取得を報告

前後町長に報告する勝久さん（中央）と進さん（右）

未来担う青少年の主張
青少年の主張猪苗代町大会

　青少年メッセージ 2019 第 32 回青少年の主張猪苗代
町大会は７月 13 日、学びいなで開かれました。大会に
は町内の小・中・高校から 12 人が参加し、子どもたち
が日頃感じていることや実行していることなどを自由な
発想で発表しました。審査の結果、翁島小の喜多見叶暖
さん、猪苗代中の熊田あかねさん（＝特別賞）、猪苗代
高校の吉田睦さんが最優秀賞を受賞しました。

1_ 小学生の部で最優秀賞を
受賞した喜多見叶暖さんは

「地球のためにできること」
と題して、農業に励む祖父の
姿から感じた地球環境を良く
するための考えを発表した　
2_ 中学生の部で最優秀賞に
輝いた熊田あかねさん。将来
の夢をかなえるために今、何
をすべきか、何が大切なのか
を堂々とした態度で発表した
3_ 発表者と審査員の皆さん

1

32
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　さくらこども園の七夕誕生会は 7 月 5 日、同園で開
かれました。
　誕生会では、7 月に誕生日を迎えた 13 人の園児が登
壇し、「大きくなったらプリンセスになりたいです」、「大
きくなったら警察官になりたいです」など、それぞれが
将来の夢を発表しました。
　引き続き開かれた七夕会では、夢がかなうように願い
を込めて、みんなで「たなばたさま」を歌いました。

楽しい七夕誕生会 さくらこども園

将来の夢を発表する園児

　第 53 回交通安全子供自転車県大会は 7 月 6 日、本
宮市の白沢体育館で開かれ、県内の小学校 11 校が出場。
本町からは長瀬小と猪苗代小の 2 校が出場しました。
　競技は四人一組でチームを編成し、交通規則や道路標
識などに関する学科テストと自転車の安全走行と技能走
行の実技テストの総得点で争われました。
　審査の結果、団体の部で長瀬小が 3 位入賞を果たし
ました。

交通安全子供自転車県大会 長瀬小

団体の部で 3 位となった長瀬小の選手ら

地域おこし協力隊通信

　

６
月
か
ら
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と

し
て
、
商
工
観
光
課
で
移
住
促
進
に

関
す
る
業
務
を
担
当
し
て
い
る
卯
月

あ
す
か
で
す
。
埼
玉
県
出
身
で
す
。

　

成
人
後
、
海
や
山
に
近
い
生
活
に

憧
れ
、
母
の
実
家
の
あ
る
四
国
や
九

州
に
住
ん
で
い
ま
し
た
。
今
春
、
猪

苗
代
町
出
身
の
夫
の
Ｕ
タ
ー
ン
に

伴
っ
て
移
住
し
て
き
ま
し
た
。
幼
い

頃
、
猪
苗
代
湖
か
ら
裏
磐
梯
に
か
け

て
家
族
旅
行
を
し
た
こ
と
が
あ
り
、

中
学
の
修
学
旅
行
で
は
野
口
英
世
記

念
館
か
ら
会
津
地
方
を
周
遊
し
、
高

校
の
修
学
旅
行
で
は
猪
苗
代
ス
キ
ー

場
で
初
め
て
ス
キ
ー
を
体
験
し
ま
し

た
。
思
い
出
深
い
猪
苗
代
町
に
縁
が

あ
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

猪
苗
代
町
に
来
て
か
ら
、
新
緑
の

美
し
さ
や
山
菜
の
豊
か
さ
に
驚
き
、

西
日
本
で
は
見
ら
れ
な
い
山
野
草
や

野
鳥
を
見
て
喜
ん
で
い
ま
す
。
高
原

の
夏
、
こ
れ
か
ら
迎
え
る
秋
や
雪
国

の
冬
も
初
め
て
の
経
験
な
の
で
楽
し

み
で
す
。
ま
た
、
郷
土
料
理
や
伝
統

工
芸
に
も
興
味
が
あ
り
ま
す
。

　

若
い
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
さ
ん

が
多
い
中
、
私
は
親
の
よ
う
な
歳
で

は
あ
り
ま
す
が
、
お
ば
ち
ゃ
ん
力
を

駆
使
し
て
、
猪
苗
代
町
の
た
め
に
働

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

地域おこし協力隊

卯月 あすか さん

私たちが地域を元気に！

主な活動内容：移住促進

　ひまわりこども園では７月 11 日、同園で茶道教室を
開きました。熊倉宗久社中の皆さんが講師を務め、園児
に茶道の基本を丁寧に説明しました。
　茶道教室にはひまわり組の園児が参加。園児は、あい
さつやお辞儀の仕方などの礼儀作法を教わった後、茶せ
んを使って上手にお茶をたて、茶道の心に触れました。
　茶道教室に参加した園児たちは「お茶がとてもおいし
かったです」と感想を話しました。

茶道の心に触れる ひまわりこども園

茶道の所作を学ぶ園児

　県吹奏楽コンクールへの出場を懸けた第 37 回会津支
部大会は 7 月６、７の両日、喜多方市の喜多方プラザ
で開かれ、6 部門に 41 団体が出場し、息の合った演奏
を披露しました。
　本町からは、小学校部門に千里小学校、中学校小編成
部門に猪苗代中学校が参加。両校とも日ごろの練習の成
果を発揮し、心のこもった演奏を披露しました。審査の
結果、千里小学校が県大会への出場を決めました。

県吹奏楽コンクール会津支部大会 千里小

県大会出場を決めた千里小合奏部の皆さん

キラッ人
と

いなわしろ

　「全ては町民の健康的な食生活
のために。一つ一つの料理を、命
を懸けて作っています」。そう話
すのは、町食生活改善推進員会長
の鈴木敬子さんです。友人に勧
められたのをきっかけに、20 年
以上、食生活改善推進員（愛称：

「食
しょっかい

改さん」）として活動を続けて
います。
　鈴木さんは、主に町保健協力員
の皆さんに減塩や栄養バランスを
考えた食事の調理方法を指導して
います。その事前準備として行う
調理デモでは、作る手順や味付け
を確認しながら、気付いたことを
みんなで話し合います。「大切な
のは、身近な食材で作れるか、誰
でも手軽に作れるかです。栄養満

点の食事はハードルが高く感じら
れがちですが、少し工夫するだけ
で簡単に作れることを皆さんに
知ってもらいたいです」と鈴木さ
んは真剣な表情で話します。
　また、町民運動会で豚汁を振る
舞うなど、さまざまイベントでも
活躍しています。「自分たちで工
夫しながら調理するのはもちろん、
料理を通してたくさんの人と出会
えるところが食改さんの魅力です。
いつも楽しくにぎやかに活動して
います」と笑顔で話す鈴木さんの
目は、きらきらと輝いていました。
　毎月、「広報猪苗代」の裏表紙
に食改さんが作る料理のレシピを
掲載しています。皆さんもぜひ、
作ってみてください。

鈴木 敬子 さん（関脇）

※このコーナーでは、さまざまな
分野で活躍している町ゆかりの輝
く人を紹介します。掲載希望の人
は広報担当まで申し出てくださ
い。☎（62）2111
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Ｑ
＆
Ａ　

よ
く
あ
る
質
問

Ｑ
：
限
度
額
適
用
認
定
証
の
申
請
を

　
　

し
な
か
っ
た
場
合
は
、
窓
口
で

　
　

の
負
担
は
ど
う
な
る
？

Ａ
：
未
申
請
の
場
合
、
医
療
費
の
窓

　
　

口
で
の
支
払
い
に
限
度
は
無
く

　
　

な
り
ま
す
。
所
得
に
応
じ
て
設

　
　

定
さ
れ
て
い
る
上
限
額
を
超
え

　
　

た
分
は
、
後
日
、
高
額
療
養
費

　
　

の
申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
　

領
収
書
は
大
切
に
保
管
し
て
く

　
　

だ
さ
い
。

Ｑ
：
70
歳
以
上
の
﹁
低
所
得
者
Ⅰ
﹂

　
　

の
区
分
に
該
当
す
る
の
は
、
ど

　
　

の
よ
う
な
場
合
な
の
？

Ａ
：
例
え
ば
、
公
的
年
金
だ
け
で
生

　
　

活
し
て
い
る
家
族
で
、
そ
れ
ぞ

　
　

れ
の
年
金
収
入
が
80
万
円
に
満

　
　

た
な
い
場
合
に
は
、
こ
の
区
分

　
　

の
対
象
と
な
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

町
民
生
活
課　

国
保
年
金
係

☎︵
62
︶２
１
１
４

国
保
の
お
は
な
し

あ
る
日
突
然
私
た
ち
を
襲
う
病
気
や
け
が
。
そ
ん
な
時
、
皆
さ
ん

を
支
え
る
の
が
「
国
民
皆
保
険
制
度
」
で
す
。

今
月
号
で
は
、
国
民
健
康
保
険（
以
下
「
国
保
」）の
限
度
額
適
用

認
定
証
や
国
保
税
な
ど
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

ま
で
の
認
定
証
を
持
っ
て
い
て
、
引

き
続
き
認
定
証
が
必
要
な
人
は
、
新

た
に
申
請
が
必
要
で
す︵
前
年
の
所

得
に
応
じ
て
負
担
区
分
を
再
判
定
し

ま
す
︶。

　

ま
た
、
非
課
税
世
帯
︻
世
帯
の
国

保
加
入
者︵
擬
制
世
帯
主
含
む
︶全

員
の
住
民
税
が
非
課
税
︼
に
は
﹁
限

度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定

証
﹂
が
交
付
さ
れ
ま
す
。
医
療
機
関

に
提
示
す
る
こ
と
で
、
保
険
診
療
の

一
部
負
担
金
が
限
度
額
ま
で
と
な

り
、
入
院
時
の
食
事
代
も
減
額
さ
れ

ま
す
︻
表
１
・
２
︼。

高
齢
受
給
者
証
も
８
月
に

更
新
さ
れ
ま
す

　

70
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
人
に
交
付

さ
れ
て
い
る
高
齢
受
給
者
証
も
、
前

年
の
所
得
に
よ
っ
て
２
割
ま
た
は
３

割
の
負
担
割
合
を
判
定
し
、
毎
年
８

月
１
日
に
更
新
さ
れ
ま
す
。

　

対
象
者
に
は
、
７
月
下
旬
に
高
齢

受
給
者
証
を
世
帯
主
宛
て
に
郵
送
し

ま
し
た
。
新
し
い
受
給
者
証
が
お
手

元
に
届
い
て
い
る
か
ご
確
認
く
だ
さ

い
。
こ
の
受
給
者
証
を
保
険
証
と
一

緒
に
医
療
機
関
に
提
示
す
る
こ
と

で
、
入
院
・
外
来
と
も
、
窓
口
負
担

が
限
度
額
ま
で
と
な
り
ま
す
。

国
保
税
に
は
負
担
軽
減

措
置
が
あ
り
ま
す

　

倒
産
・
解
雇
な
ど
に
よ
る
離
職
や

雇
い
止
め
な
ど
に
よ
る
離
職
を
さ
れ

た
人
に
対
し
て
、
離
職
し
た
本
人
の

前
年
の
給
与
収
入
を
１
０
０
分
の
30

の
額
と
み
な
し
て
、
国
保
税
を
計
算

す
る
軽
減
措
置
が
あ
り
ま
す
。
軽
減

を
受
け
る
に
は
申
請
が
必
要
で
す
。

○
軽
減
対
象
期
間

離
職
日
の
翌
日
か
ら
翌
年
度
末
ま
で

︵
国
保
の
資
格
を
喪
失
し
た
場
合
は

そ
の
時
点
ま
で
︶

○
対
象
者

雇
用
保
険
法
の
特
定
受
給
資
格
者
お

よ
び
特
定
理
由
離
職
者

※
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
の
離

職
理
由
コ
ー
ド
が
﹁
11
・
12
・
21
・

22
・
23
・
31
・
32
・
33
・
34
﹂
の
人

で
す
︵
離
職
時
点
で
65
歳
以
上
の
人

お
よ
び
雇
用
保
険
の
受
給
資
格
の
な

い
人
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
︶。

○
申
請
に
必
要
な
も
の

①
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証

②
印
鑑

③
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
分
か
る
も
の

所得区分
１カ月の自己負担限度額 入院時の１食の

食事負担３回目まで ４回目以降

ア：年間所得 901 万円超 252,600 円 ＋（医療費 - 842,000 円）×１％   140,100 円 460 円

イ：年間所得 600 万円～ 901 万円 167,400 円 ＋（医療費 - 558,000 円）×１％ 　 93,000 円 460 円

ウ：年間所得 210 万円～ 600 万円   80,100 円 ＋（医療費 - 267,000 円）×１％ 　 44,400 円 460 円

エ：年間所得 210 万円以下   57,600 円 　 44,400 円 460 円

オ：住民税非課税世帯   35,400 円 　 24,600 円 210 円（※）

（※）過去 12 カ月間で入院日数が 90 日を超えると 160 円になります。詳しくは国保年金係にお問い合わせください。
・４回目以降の金額は、過去 12 カ月以内に限度額を超えた支給が４回以上あった場合に適用される金額です。
・入院時の食事負担や差額ベッド代などは、自己負担限度額に含まれません。

【表１】● 70 歳未満の人

所得区分
１カ月の自己負担限度額 入院時の１食の

食事負担外来（個人ごと） 外来＋入院（世帯単位） ４回目以降

現役並み
所得者

Ⅲ 690 万円以上 252,600 円 +（医療費 - 842,000 円）×１％    140,100 円 460 円

Ⅱ 380 万円以上 167,400 円 +（医療費 - 558,000 円）×１％ 93,000 円 460 円

Ⅰ 145 万円以上 　　　 80,100 円 +（医療費 - 267,000 円）×１％ 44,400 円 460 円

一　般 18,000 円
（年間限度額 144,000 円） 57,600 円 44,400 円 460 円

低所得者
（住民税非課税）

低Ⅱ
8,000 円

24,600 円 ― 210 円（※）

低Ⅰ 15,000 円 ― 100 円

「
限
度
額
適
用
認
定
証
」
に

つ
い
て　

　　

入
院
の
予
定
が
あ
る
人
、
外
来
で

の
医
療
費
が
高
額
に
な
り
そ
う
な
人

な
ど
は
、
事
前
に
﹁
限
度
額
適
用
認

定
証
﹂
の
交
付
を
受
け
、
医
療
機
関

へ
提
示
す
る
こ
と
に
よ
り
、
医
療
費

の
窓
口
負
担
が
限
度
額
︻
表
１
・
２
︼

ま
で
に
な
り
ま
す
。

　
﹁
限
度
額
適
用
認
定
証
﹂
は
国
保

年
金
係
の
窓
口
で
申
請
す
る
こ
と

で
、
申
請
し
た
月
の
初
日
か
ら
適
用

さ
れ
る
も
の
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、申
請
に
は
保
険
証
と
印
鑑
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
必
要
で
国
保
税
に

滞
納
が
な
い
こ
と
が
条
件
と
な
り
ま

す
。

８
月
は
限
度
額
適
用
認
定

証
の
更
新
月
で
す

　

有
効
期
限
が
令
和
元
年
７
月
31
日

国
保
税
は
納
期
限
内
に

納
入
し
て
く
だ
さ
い

　

国
保
税
は
、
７
月
か
ら
翌
年
２
月

ま
で
の
８
回
で
納
め
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
国
保
税
の
未
納
が
続
く

と
、
有
効
期
間
の
短
い
保
険
証
や
、

窓
口
の
支
払
い
で
医
療
費
の
全
額
を

負
担
す
る
必
要
が
あ
る
資
格
証
明
書

な
ど
が
交
付
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
期
限
ま
で
の
納
付
が
困
難
な
と

き
は
、
早
め
に
税
務
課
へ
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

国
保
税
の
納
付
は

口
座
振
替
が
便
利
で
す

　

国
保
税
の
納
付
に
は
、
ぜ
ひ
口
座

振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
口
座
振

替
な
ら
、
国
保
税
を
納
め
に
行
く
手

間
が
省
け
る
だ
け
で
な
く
、
納
め
忘

れ
の
心
配
も
な
い
の
で
安
心
・
便
利
・

確
実
で
す
。
一
度
手
続
き
を
す
る
だ

け
で
、
翌
年
度
以
降
も
自
動
的
に
継

続
さ
れ
ま
す
。

手
続
き
は
通
帳
と
届
出
印
を

持
っ
て
、
町
指
定
金
融
機
関

に
直
接
お
申
込
み
く
だ
さ
い

【表２】● 70 歳以上（高齢受給者）の人

課
税
所
得
額

分
か
ら
な
い
こ
と

が
あ
れ
ば
、
国
保

年
金
係
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
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風
し
ん
の
予
防
接
種
に

つ
い
て

　

町
で
は
、
予
防
接
種
法
に
基
づ
き
、

令
和
３
年
度
ま
で
風
し
ん
の
第
５
期

定
期
接
種
を
実
施
し
ま
す
。
本
年
度

の
対
象
者
に
は
、
ク
ー
ポ
ン
券
を
送

付
し
ま
す
。

▼
本
年
度
の
対
象
者

昭
和
47
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
54
年

４
月
１
日
ま
で
の
間
に
生
ま
れ
た
男

性▼
ク
ー
ポ
ン
券
の
送
付
時
期

　

９
月
以
降
に
送
付
す
る
予
定
で
す
。

▼
料
金　

無
料

▼
そ
の
他

○
風
し
ん
の
第
５
期
定
期
接
種
は
、

ま
ず
抗
体
検
査
を
受
け
て
い
た
だ
き
、

十
分
な
量
の
風
し
ん
の
抗
体
が
な
い

人
の
み
定
期
接
種
を
行
い
ま
す
。

○
次
年
度
以
降
の
対
象
者︵
昭
和
37

年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
47
年
４
月
１

日
ま
で
の
間
に
生
ま
れ
た
男
性
︶も

希
望
に
よ
り
ク
ー
ポ
ン
券
を
発
行
で

き
ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

○
抗
体
検
査
や
定
期
接
種
を
受
け
る

際
は
、
医
療
機
関
に
ク
ー
ポ
ン
券
、

受
診
票
お
よ
び
本
人
確
認
書
類︵
運

転
免
許
証
、
被
保
険
者
証
な
ど
現
住

所
を
確
認
で
き
る
も
の
︶を
持
参
し

児
童
扶
養
手
当
に
つ
い
て

　

児
童
扶
養
手
当
は
、
ひ
と
り
親
家

庭
の
生
活
の
安
定
と
自
立
を
助
け
る

た
め
に
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

▼
支
給
対
象
者

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
児

童︵
18
歳
に
到
達
す
る
日
以
後
の
最

初
の
３
月
31
日
ま
で
の
間
に
あ
る
者

︵
中
度
以
上
の
障
害
を
有
す
る
場
合

は
20
歳
未
満
︶︶
を
監
護
し
て
い
る

父
ま
た
は
母
、
も
し
く
は
父
母
に
代

わ
っ
て
児
童
を
養
育
し
て
い
る
人

○
﹁
父
母
が
離
婚
﹂、﹁
父
母
が
死

亡
﹂、　
﹁
父
母
が
政
令
で
定
め
る
程

度
の
障
害
を
持
つ
﹂、﹁
父
母
が
生
死

不
明
﹂、
そ
の
他︵
父
母
が
１
年
以

上
遺
棄
し
て
い
る
児
童
、
父
母
が
１

年
以
上
拘
禁
さ
れ
て
い
る
児
童
、
母

が
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
懐
胎
し
た
児

童
、
児
童
の
父
母
が
保
護
命
令
を
受

け
た
場
合
な
ど
︶

※
次
の
よ
う
な
場
合
、
手
当
は
支
給

さ
れ
ま
せ
ん
。

○
児
童
が
児
童
福
祉
施
設
な
ど
に
入

所
し
た
と
き
や
里
親
に
預
け
ら
れ
た

と
き

○
父
母
ま
た
は
養
育
者
が
婚
姻
の
届

け
出
は
し
な
く
て
も
、
事
実
上
の
婚

姻
関
係︵
内
縁
関
係
な
ど
を
含
む
︶

が
あ
る
と
き

て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

保
健
福
祉
課　

健
康
づ
く
り
係

☎︵
62
︶２
１
１
５

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

支
援
員
を
募
集
し
ま
す

　

放
課
後
の
生
活
支
援
や
学
校
長
期

休
業
中
の
余
暇
支
援
を
集
団
で
行
う

学
童
保
育︵
児
童
ク
ラ
ブ
︶の
支
援

員
を
募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
人
員　

支
援
員　

若
干
名

※
町
嘱
託
職
員
と
な
り
ま
す
。

▼
資
格
要
件

心
身
と
も
に
健
康
で
、
令
和
２
年
３

月
31
日
現
在
で
65
歳
以
下
の
次
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
成
人

①
児
童
健
全
育
成
事
業
に
熱
意
の
あ

　

る
人

②
保
育
士
、
社
会
福
祉
士
ま
た
は
幼

　

稚
園
、
小
学
校
、
中
学
校
、
高
校

　

教
諭
の
資
格
を
有
す
る
人

③
高
校
卒
業
者
で
２
年
以
上
放
課
後

　

児
童
健
全
育
成
事
業
に
類
似
す
る

　

事
業
ま
た
は
児
童
福
祉
事
業
に
従

　

事
し
た
人　

ほ
か

　

な
お
、
資
格
要
件
の
詳
細
に
つ
き

ま
し
て
は
、
保
健
福
祉
課
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
勤
務
条
件

①
月
曜
か
ら
金
曜
の
平
日

　

午
後
１
時
～
午
後
６
時
15
分

②
土
曜
日
、
学
校
長
期
休
業
中
、
学

　

校
振
替
休
日︵
運
動
会
な
ど
に
よ

　

る
振
替
休
日
︶

　

午
前
８
時
～
午
後
６
時
15
分

③
休
日

　

日
曜
、
祝
日
、
お
盆
、
年
末
年
始

※
２
交
代
制
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
に

よ
る
勤
務
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
勤
務
時
間
は
変
更
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

▼
勤
務
内
容

児
童
の
生
活
支
援
、
余
暇
支
援
、
ク

ラ
ブ
の
庶
務
会
計
な
ど

▼
勤
務
場
所

次
の
い
ず
れ
か

・
猪
苗
代
第
１
児
童
ク
ラ
ブ

・
猪
苗
代
第
２
児
童
ク
ラ
ブ

・
翁
島
児
童
ク
ラ
ブ

・
千
里
児
童
ク
ラ
ブ

・
緑
児
童
ク
ラ
ブ

・
長
瀬
児
童
ク
ラ
ブ

・
吾
妻
児
童
ク
ラ
ブ

▼
応
募
手
続
き

　

町
指
定
の
履
歴
書
に
写
真
貼
付
の

う
え
、
８
月
30
日︵
金
︶ま
で
保
健

福
祉
課
へ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。
履
歴

書
は
保
健
福
祉
課
に
備
え
付
け
て
あ

り
ま
す
。
履
歴
書
提
出
後
、
面
接
が

あ
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

保
健
福
祉
課
社
会
福
祉
係

☎︵
62
︶２
１
１
５

いなわしろタウンページ まちのお知らせ

☎︵
23
︶４
１
０
５

市
町
村
対
抗
軟
式
野
球
大
会

応
援
を
お
願
い
し
ま
す

　

第
13
回
市
町
村
対
抗
福
島
県
軟
式

野
球
大
会
が
次
の
と
お
り
開
催
さ
れ

ま
す
。
皆
さ
ん
で
町
の
代
表
チ
ー
ム

を
現
地
で
応
援
し
ま
し
ょ
う
。

▼
日
時　

９
月
14
日
︵
土
︶　

第
３
試
合　

午
前
11
時
30
分
試
合
開
始
予
定

▼
会
場　

ほ
ば
ら
大
泉
球
場︵
伊
達

市
︶

▼
対
戦
相
手　

広
野
町

▼
問
い
合
わ
せ
先

生
涯
学
習
課　

社
会
体
育
係

☎︵
72
︶０
１
８
０

９
月
議
会
が
始
ま
り
ま
す

傍
聴
し
て
み
ま
せ
ん
か

　

町
議
会
の
本
会
議
は
一
般
に
公
開

さ
れ
て
お
り
、
ど
な
た
で
も
傍
聴
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
議
場
は
町
役

場
３
階
で
す
。
傍
聴
す
る
人
は
、
傍

聴
席
入
口
に
あ
る
受
付
票
に
住
所
・

▼
所
得
制
限

　

受
給
資
格
者
の
前
年
の
所
得
が
一

定
の
額
以
上
あ
る
場
合
は
、
そ
の
年

度︵
11
月
か
ら
翌
年
の
10
月
ま
で
︶

は
、
手
当
の
全
部
ま
た
は
一
部
の
支

給
が
停
止
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
扶
養

義
務
者︵
同
居
の
直
系
血
族
お
よ
び

兄
弟
姉
妹
︶な
ど
の
所
得
に
よ
る
所

得
制
限
も
あ
り
ま
す
。

▼
手
当
額（
月
額
）

○
児
童
１
人
の
場
合

全
部
支
給
：
４
万
２
９
１
０
円

一
部
支
給
：
１
万
０
１
２
０
円
～

４
万
２
９
０
０
円︵
所
得
に
応
じ
て
︶

○
児
童
２
人
以
上
の
加
算
額

２
人
目
：
最
大
で
１
万
０
１
４
０
円
、

３
人
目
以
降
１
人
に
つ
き
：
最
大
で

６
０
８
０
円

※
加
算
額
に
つ
い
て
は
物
価
ス
ラ
イ

ド
制
が
導
入
さ
れ
、
物
価
の
上
下
に

合
わ
せ
て
支
給
額
が
変
わ
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

保
健
福
祉
課　

社
会
福
祉
係

☎︵
62
︶２
１
１
５

福
島
県
児
童
家
庭
課　
　
　
　
　

☎
０
２
４︵
５
２
１
︶７
１
７
６

幼
児
教
育
・
保
育
の

無
償
化
に
つ
い
て

　

生
涯
に
わ
た
る
人
格
形
成
の
基
礎

を
培
う
幼
児
教
育
お
よ
び
保
育
の
重

要
性
を
鑑
み
、
子
育
て
を
行
う
家
庭

の
経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、

10
月
１
日
か
ら
幼
児
教
育
・
保
育
の

無
償
化
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

▼
対
象
と
な
る
児
童

・
３
～
５
歳
の
児
童︵
所
得
に
関
わ

ら
ず
全
て
の
児
童
︶

・
０
～
２
歳
の
児
童︵
町
民
税
非
課

税
世
帯
の
児
童
︶

▼
対
象
と
な
る
施
設

・
保
育
所
、
認
定
こ
ど
も
園
、
幼
稚
園
、

地
域
型
保
育︵
小
規
模
保
育
・
事
業

所
内
保
育
な
ど
︶、
病
児
保
育
施
設
、

認
可
外
保
育
施
設
、
障
害
児
通
園
施

設
な
ど
の
保
育
料
お
よ
び
一
時
預
か

り
事
業
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス

▼
申
請
方
法

　

町
内
の
保
育
所
、
認
定
こ
ど
も
園
、

地
域
型
保
育
を
利
用
し
て
い
る
人
は

新
た
な
手
続
き
を
す
る
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
そ
の
他
の
施
設

や
町
外
の
施
設
を
利
用
し
て
い
る
場

合
、
一
時
預
か
り
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス

の
利
用
に
つ
い
て
は
、
別
途
手
続
き

が
必
要
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
こ
ど
も
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

▼
そ
の
他

　

食
材
料
費
や
教
材
費
な
ど
、
現
在

も
実
費
と
し
て
徴
収
さ
れ
て
い
る
費

用
は
、
無
償
化
の
対
象
と
は
な
ら
な

い
予
定
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

こ
ど
も
課　

こ
ど
も
園
係

募
　
集

福
　
祉

予
防
接
種

ス
ポ
ー
ツ

お
知
ら
せ

議
　
会

氏
名
・
年
齢
を
記
入
し
入
場
し
て
く

だ
さ
い
。
な
お
、
議
事
を
妨
害
す
る

恐
れ
の
あ
る
人
は
入
場
で
き
な
い
な

ど
、
傍
聴
の
際
に
は
注
意
事
項
が
あ

り
ま
す
の
で
、
職
員
の
指
示
に
従
っ

て
く
だ
さ
い
。

▼
開
会
予
定
日　

９
月
３
日︵
火
︶

※
一
般
質
問
は
９
日︵
月
︶、
10
日

︵
火
︶の
予
定
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

議
会
事
務
局　

議
事
係

☎︵
62
︶５
６
６
６

「
い
な
わ
し
ろ
聖
苑
」

火
葬
炉
の
修
繕
工
事
の

お
知
ら
せ

　
﹁
い
な
わ
し
ろ
聖
苑
﹂
火
葬
炉
の

修
繕
工
事
を
８
月
26
日︵
月
︶か
ら

９
月
12
日︵
木
︶の
間
で
行
い
ま
す
。

　

こ
の
間
、
使
用
で
き
る
火
葬
炉
が

２
基
か
ら
１
基
と
な
り
、
火
葬
受
け

付
け
も
１
日
４
回
か
ら
２
回
に
な
り

ま
す
。
ま
た
、
こ
の
期
間
中
の
受
け

付
け
は
町
民
の
方
の
み
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
ご
不
便
を
お
掛
け
し

ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

町
民
生
活
課　

環
境
係

☎︵
62
︶２
１
１
４

お
知
ら
せ
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権
問
題
で
お
困
り
の
人
は
一
人
で
悩

ま
ず
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

▼
開
催
日
時　

９
月
６
日︵
金
︶

午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時

▼
場
所　

町
役
場
３
階　

日
本
間

▼
そ
の
他

相
談
無
料
・
秘
密
厳
守

▼
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課　

秘
書
広
報
係

☎︵
62
︶２
１
１
１

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を

実
施
し
ま
す　

　

毎
年
、
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施

し
、
遊
休
農
地
の
実
態
把
握
と
発
生

防
止
・
解
消
、
農
地
の
違
反
転
用
発

生
防
止
対
策
な
ど
に
つ
い
て
重
点
的

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
本
年
度
は
、

８
月
26
日
か
ら
28
日
に
か
け
て
実
施

し
ま
す
。

　

パ
ト
ロ
ー
ル
当
日
は
、
公
用
車
に

﹁
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
実
施
中
﹂
の
マ

グ
ネ
ッ
ト
を
貼
り
、
農
業
委
員
会
の

帽
子
と
腕
章
を
着
用
し
た
地
区
担
当

農
業
委
員
、
農
地
利
用
最
適
化
推
進

委
員
と
事
務
局
職
員
が
巡
回
し
ま
す
。

　

調
査
の
際
に
農
地
な
ど
へ
の
立
ち

入
り
や
お
話
を
伺
う
場
合
も
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

託
︶﹂、﹁
11
条
法
定
検
査︵
県
指
定

検
査
機
関
実
施
︶﹂
の
３
つ
を
全
て

完
了
し
て
い
る
こ
と

②
10
人
槽
以
下
の
浄
化
槽
で
あ
る
こ

と③
下
水
道
、
農
業
集
落
排
水
に
接
続

で
き
る
建
物
で
は
な
い
こ
と

④
町
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

⑤
単
独
処
理
浄
化
槽
の
場
合
は
、
初

回
申
請
か
ら
５
年
度
を
経
過
し
て
い

な
い
こ
と　

ほ
か

▼
補
助
金
額

▼
そ
の
他

　

補
助
申
請
を
勧
め
る
個
別
通
知
は

行
い
ま
せ
ん
。
毎
年
申
請
し
て
い
た

人
は
、
今
年
度
も
忘
れ
ず
に
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

上
下
水
道
課　

下
水
道
係

☎︵
62
︶５
６
３
３

いなわしろタウンページ まちのお知らせ

道
路
除
雪
臨
時
運
転
手

募
集

　

町
で
は
、
冬
期
間
に
お
け
る
道
路

交
通
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、
道

路
除
雪
臨
時
運
転
手
を
募
集
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
募
集
職
種
お
よ
び
予
定
人
員

道
路
除
雪
臨
時
運
転
手　

25
人
程
度

▼
雇
用
予
定
期
間

令
和
元
年
12
月
２
日︵
月
︶か
ら
令

和
２
年
３
月
31
日︵
火
︶ま
で

▼
賃
金

　

町
の
規
定
に
よ
る
。
早
朝
、
深
夜
、

休
祝
日
出
勤
は
超
過
勤
務
手
当
あ
り
。

※
経
験
年
数
に
よ
り
基
本
賃
金
が
変

わ
り
ま
す
。

▼
採
用
条
件

　

猪
苗
代
町
臨
時
職
員
の
雇
用
等
に

関
す
る
規
則
に
よ
り
ま
す
。
ま
た
、

町
税
な
ど
の
滞
納
が
無
く
、
令
和
２

年
３
月
31
日
現
在
満
70
歳
以
下
の
健

康
な
人
で
、大
型
特
殊
免
許︵
ホ
イ
ー

ル
ト
ラ
ク
タ
ー
限
定
免
許
除
く
︶お

よ
び
車
両
系
建
設
機
械
運
転
技
能
講

習
修
了
資
格
の
保
持
者
に
限
り
ま
す
。

※
令
和
元
年
12
月
２
日
現
在
で
65
歳

以
上
の
人
は
、
除
雪
車
の
運
転
経
験

が
あ
り
、
即
時
運
転
お
よ
び
作
業
が

可
能
な
人
に
限
り
ま
す
。

▼
提
出
書
類

・
履
歴
書︵
用
紙
は
建
設
課
で
受
け

取
る
か
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。︶

・
運
転
免
許
証
の
写
し

・
車
両
系
建
設
機
械
運
転
技
能
講
習

修
了
証
の
写
し

・
健
康
診
断
書

▼
選
考

　

書
類
選
考
。
た
だ
し
、
場
合
に
よ

り
面
接
試
験
に
よ
り
選
考
し
ま
す
。

▼
申
込
期
限

10
月
31
日︵
木
︶ま
で

※
募
集
人
数
に
達
し
た
場
合
は
、
期

限
前
に
募
集
を
締
め
切
り
ま
す
。

▼
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

建
設
課　

建
設
係

☎︵
62
︶２
１
１
８

浄
化
槽
維
持
管
理
事
業

費
補
助
金

　

町
で
は
、
猪
苗
代
湖
を
は
じ
め
と

す
る
公
共
用
水
域
の
水
質
保
全
の
た

め
、
浄
化
槽
を
適
正
に
維
持
管
理
し

て
い
る
人
に
対
し
、
そ
の
費
用
の
一

部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

▼
補
助
対
象
と
な
る
要
件

①
法
律
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い

る
﹁
保
守
点
検︵
県
登
録
業
者
に
委

託
︶﹂、﹁
清
掃︵
町
許
可
業
者
に
委

補
助
金

行
政
相
談
委
員
に

相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か

　

行
政
相
談
委
員
が
役
所︵
国
、
県
、

市
町
村
︶
や
特
殊
法
人︵
Ｎ
Ｔ
Ｔ
、

Ｊ
Ｒ
な
ど
︶の
仕
事
に
つ
い
て
の
相

談
に
応
じ
、
そ
の
解
決
の
お
手
伝
い

を
し
ま
す
。

　

定
例
相
談
会
は
毎
月
１
回
、
第
３

水
曜
日
に
開
催
し
て
い
ま
す
。
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
開
催
日
時

８
月
14
日︵
水
︶、
９
月
18
日︵
水
︶、

午
後
１
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

▼
場
所　

町
役
場
３
階　

日
本
間

▼
そ
の
他　

相
談
無
料
・
秘
密
厳
守

▼
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課　

秘
書
広
報
係

☎︵
62
︶２
１
１
１

人
権
擁
護
・
行
政
相
談

委
員
合
同
相
談
会

　

町
で
は
、
次
の
日
程
で
人
権
擁
護

委
員
と
行
政
相
談
委
員
の
合
同
相
談

会
を
開
催
し
ま
す
。

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
憲
法
で
保
障

さ
れ
て
い
る
地
域
住
民
の
基
本
的
人

権
の
擁
護
と
、
人
権
尊
重
思
想
の
普

及
高
揚
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
差

別
、
い
じ
め
、
嫌
が
ら
せ
な
ど
、
人

農
　
地

募
　
集

合併処理

浄化槽

合併処理浄化槽
（窒素リン除去型）

単独処理

浄化槽

５人槽 10,000 円 17,000 円 6,000 円

６～７人槽 13,000 円 20,000 円 8,000 円

８～ 10 人槽 16,000 円 25,000 円 10,000 円

相
　
談

業
振
興
係
︶

・
第
42
号
﹁
国
民
健
康
保
険
被
保
険

者
証
再
交
付
に
係
る
無
効
告
示
﹂︵
町

民
生
活
課
国
保
年
金
係
︶

公　

告

・
第
20
号
﹁
令
和
元
年
５
月
分
﹁
農

用
地
利
用
集
積
計
画
﹂﹂︵
農
業
委
員

会
農
地
係
︶

・
第
21
号
﹁
抑
留
犬
の
公
告
に
つ
い

て
﹂︵
町
民
生
活
課
環
境
係
︶

※
告
示
・
公
告
さ
れ
た
内
容
に
つ
い

て
は
、
役
場
前
掲
示
板
を
ご
覧
に
な

る
か
、
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
課
に
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

農
業
委
員
会
事
務
局　

農
地
係

☎︵
62
︶５
６
５
５

告　

示　

・
第
40
号
﹁
猪
苗
代
町
風
し
ん
ワ
ク

チ
ン
接
種
及
び
抗
体
検
査
助
成
事
業

実
施
要
綱
の
一
部
を
改
正
す
る
要

綱
﹂︵
保
健
福
祉
課
健
康
づ
く
り
係
︶ 

・
第
41
号
﹁
猪
苗
代
町
営
牧
場
に
係

る
放
牧
期
間
の
承
認
﹂︵
農
林
課
農

掲
示
板

ここから下は広告欄です。お問い合わせは直接広告主にお願いします

住宅用火災警報器を設置しましょう

　平成 23 年６月１日から、全ての住宅において住宅
用火災警報器の設置が義務付けられています。
　住宅火災が原因で死亡した方の約５割は、逃げ遅れ
によるものです。住宅用火災警報器を「設置する」と「設
置しない」とでは、その死者数や焼損面積および損害
額は約半数になるとの分析もあります。もしもの時に
いち早く火災に気付き、消火活動や避難をすることが
できるよう、住宅用火災警報器の設置をお願いします。
　住宅用火災警報器は火災感知のため常に作動してい
ますが、電池の寿命の目安は約 10 年とされています。
また、適切に機能するためには定期的な作動確認を行
い、故障であれば機器の交換が必要です。いざという
ときのための維持管理が重要です。

※消防署が住宅用火災警報器を訪問販売することは　
ありません。悪質販売に注意してください。

㉄猪苗代消防署　☎（62）4433
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いなわしろタウンページ まちのお知らせ

水害・土砂災害の防災情報の伝え方が変わりました
　内閣府が作成した「避難勧告等に関するガイドライン」に基づき、災害発生の恐れの高まりに応じて警戒
レベルを次の５段階に分け、町民の皆さんがとるべき行動を直感的に理解しやすいものとすることとなりま
した。

警戒レベル 避難行動等 避難情報等 【警戒レベル相当情報】
（例）

警戒レベル５
既に災害が発生している状況です。
命を守るための最善の行動をとりま
しょう。

災害発生情報
（町が発令）

警戒レベル４
全員避難

速やかに避難先へ避難しましょう。
公的な避難場所までの移動が危険と
思われる場合は、近くの安全な場所
や、自宅内のより安全な場所に避難
しましょう。

避難勧告
避難指示（緊急）
（町が発令）

警戒レベル３
高齢者等は
避難

避難に時間を要する方（高齢の方、
障害のある方、乳幼児等）とその支
援者は避難をしましょう。その他の
人は、避難の準備を整えましょう。

避難準備・
高齢者等避難準備
（町が発令）

警戒レベル２
避難に備え、ハザードマップ等によ
り、自らの避難行動を確認しましょ
う。

洪水注意報
大雨注意報等
（気象庁が発表）

警戒レベル１ 災害への心構えを高めましょう。
早期注意報

（気象庁が発表）

警戒レベル５相当情報
・氾濫発生情報
・大雨特別警報 等

警戒レベル４相当情報
・氾濫危険情報
・土砂災害警戒情報 等

警戒レベル３相当情報
・氾濫警戒情報
・洪水警報 等

これらは、住民が自主
的に避難行動をとるた
め に 参 考 と す る 情 報
で、国土交通省、気象
庁、都道府県が発表し
ます。

【警戒レベル５】は、既に災害が発生している状況です。また、必ず発令されるものではありません。
【警戒レベル３】や【警戒レベル４】で、地域の皆さんで声を掛け合って、安全・確実に避難しましょう。

詳しくは、内閣府防災情報のホームページをご覧ください。→【内閣府　避難勧告】で検索

※各種の情報は、警戒レベル１～５の順番で発表されるとは限りません。状況が急変することもあります。

㉄総務課　行政管理係
☎（62）2111

第 38 回猪苗代町民大運動会のご案内

No. 種　　　目 参加対象 参  加  人  数 競技回数

１ 　（団体）
　台風の目

小学生・中学生
一般

 　各地区 小中学生 10 人
　一般 10 人 １回

２ 　（団体）
　ゲートインワン

老人クラブ
60 歳以上

　各地区
　男女　各５人 １回

３ 　（個人）
　50㍍競走

小学１～３年
学年・男女別 　自由参加 12 回

４ 　（個人）
　100㍍競走

小学４～６年
学年・男女別 　自由参加 12 回

５

　（団体）
　地区対抗綱引き予選 だれでも  　各地区 25 人

 　（うち女性 10 人以上）
ブロックリーグ

（各２戦）
　（団体）
　地区対抗綱引き決勝 だれでも 　各地区 25 人

 　（うち女性 10 人以上）
ブロック勝者

（２戦）

６ 　（団体）
　はさんでラケット便

区長
小学生

　各地区　区　長５人
　　　　　小学生５人 １回

７ 　（特別）
　おみやげをどうぞ 未就学児 　自由参加　120 人 30 人×４回

８ 　（団体）
　落穂拾い

老人クラブ
60 歳以上 　各地区　５人 １回

９ 　（団体）
　いざ！出動 消防団員

　各地区８人
　アンカーは分団幹部
　「部長以上」

１回
100㍍×８回

昼　食（オリンピックメダリスト　髙平慎士さんとの交流会）

10 　（団体）
　でっこら入れて だれでも 　各地区 25 人

 　（うち女性 10 人以上） ２地区×３回

11 　（個人）
　ウルトラクイズ だれでも 　自由参加 １回

12 　（個人）
　100㍍競走

中学生
（男女別） 　自由参加 ６回

13 　（団体）
　みんなでジャンプ だれでも 　各地区 20 人

　（うち小中学生は 10 人以内）
３回競技の

合計回数

14 　（特別）
　宝ひろい

来賓および区長
70 歳以上 　400 人 40 人× 10 回

15 　（団体）
　地区対抗リレー

小学生・中学生
一般男女

（高校生含む）

 　各地区  男女　各６人
　（小学２人・中学２人
　一般２人）

男 100㍍×４人
＋ 200㍍×２人
女 100㍍×６人

　第 38 回猪苗代町民大運動会を下記により開催します。今年もホストタウン交流事業として、オリンピックメダ
リストの髙

たか

平
ひら

慎
しん

士
じ

さんとの交流会を実施します。多くの皆さんのご参加をお願いします。
○期日　９月１日（日）午前９時開会式（小雨決行）※中止の際は、午前７時に防災無線で放送します。
○会場　町運動公園陸上競技場
○主催　町・町教育委員会
○主管　町スポーツ推進委員・町体育協会

第 38 回猪苗代町民大運動会プログラム

【髙平慎士さんプロフィール】
★日本人初の陸上男子メダリスト（北京五輪４× 100㍍リレーの第３走者）
★３大会連続ＯＰリレー出場の快挙を成し遂げた選手（アテネ・北京・ロンドン大会）
★世界のウサイン・ボルトと戦った日本人短距離選手

㉄生涯学習課　社会体育係
☎（72）0180
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　　熱中症を予防して
　　元気な夏を

　夏本番を迎え、熱中症になる人が
増えてきます。熱中症をしっかり予
防し、楽しい夏を過ごしましょう。

【熱中症予防のポイント】
①部屋の温度をこまめにチェック
し、エアコンや扇風機を上手に使い
ましょう。
②のどが渇かなくてもこまめに水分
補給をしましょう。
③外出の際は体を締め付けない涼し
い服装で、日よけ対策もしっかりし
ましょう。
④無理をせず、適度に休憩をとりま
しょう。
⑤日頃から栄養バランスの良い食事
をとり、適度な運動をしましょう。

【こんなときはためらわずに救急車
を呼びましょう】
①自分で水が飲めなかったり、脱力
感や倦

けん

怠
たい

感が強く、動けない場合
②意識がない（おかしい）、全身に
けいれんなどの症状がある場合
㉄猪苗代消防署
☎（62）4433

止になる場合があります。
●その他　自家用車を利用される人
は、相乗りでお願いします。
㉄県内水面水産試験場
☎（65）2011

「心の輪を広げる体験作
文」・「障害者週間のポス
ター」募集

　内閣府および県では、「心の輪を
広げる体験作文」および「障害者週
間」の普及や障がい者に対する理解
の促進などに資するための「障害者
週間のポスター」を募集しています。
●応募資格
○「心の輪を広げる体験作文」は小
学生以上。小学生以上であれば、障
害の有無にかかわらずどなたでも応
募できます。
○「障害者週間のポスター」は小学
生または中学生であれば、障害の有
無にかかわらずどなたでも応募でき
ます。
●応募方法
内閣府ホームページ（http://www8.
cao.go.jp/shougai/index.html）よ り
応募用紙をダウンロードし、必要事
項を記入後、応募作品とともに町保
健福祉課に提出してください。
●応募締切　９月３日（火）（必着）
●その他
　応募作品の著作権および版権は主
催者に属します。応募作品は原則と
して返却されません。

　毎月勤労統計調査特別
　調査にご協力ください

　本年７月 31 日現在で、１人から
４人の労働者を雇用している事業所
を対象に「毎月勤労統計調査特別調
査」を実施します。　
　この調査は、賃金、労働時間及び
労働者数の動向を明らかにするため
の大切な調査です。
　調査の対象事業所には、７月下旬
から９月にかけて統計調査員がお伺
いしますので、調査へのご理解とご
回答をお願いします。
㉄県統計課
☎ 024（521）7145

「お魚さんが待っているよ」
内水面水産試験場参観デー

　淡水魚の試験研究をしている県内
水面試験場では、施設や研究内容を
知っていただくため、今年も施設を
開放して楽しいイベントを開催しま
す。
●日時　８月 31 日（土）　午前 10
時～午後 3 時
●場所　県内水面水産試験場
●内容　試験研究の成果発表、ち
びっ子魚つかみ大会、ちびっ子魚釣
り体験、水産物等の販売など
※雨天のときは、屋外イベントは中

今月の納期
（納期限９月２日）

●町県民税        第２期分

●国民健康保険税

                             第２期分

●介護保険料   第２期分
●後期高齢者医療保険料

　　　　　　     第１期分

●上下水道使用料
                                       ８月分

●下水道負担金

　　　　　　     第２期分

　募集テーマなど、詳しくは内閣府
ホームページをご覧ください。
㉄県障がい福祉課
☎ 024（521）7170

特別支援教育講演会

　福島県特別支援教育振興会会津支
部では、特別支援教育への理解を深
めていただくための教育講演会を開
催します。
●日時　8 月 20 日（火）　午後１時
15 分～午後 2 時 45 分
●場所　県立会津学鳳高校
●講演者　高屋隆男東北福祉大学准
教授
●演題　いま、特別支援教育に求め
られていること
●参加費　無料
●申込方法　８月 16 日（金）まで
に電話で県立猪苗代支援学校に申し
込んでください。
㉄県立猪苗代支援学校
☎（65）2151

　　若者の「就活」を
　　支援します

　会津地域若者サポートステーショ
ンは、就職活動において悩みや不安
がある 15 歳から 39 歳までの職業
的自立に向けた就労総合相談窓口で
す。ご利用は無料ですので、まずは
お気軽にお問合せください。
●主な支援内容　個別相談、職場体
験、各種講座（ＰＣ、ビジネスマナー、
履歴書作成支援など）
㉄会津地域若者サポートステーショ
ン
☎（32）0011
E-mail:info@job-sapo.com
http://www.job-sapo.com/

暮らしの情報広場
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2019 年７月 1 日現在の現住人口

　   人　口　　　13,853 人
　　世帯数　　　  4,868 戸
　　出生　  8 人　  転入　 35 人
　　死亡　14 人  　転出　 37 人

猪苗代警察署管内の犯罪・交通事故
発生状況（令和元年６月 30 日現在）

１　犯罪発生状況

◎全国的に子どもが被害に遭う犯罪や事故が発生して
います。子どもの見守りを地域で行い、子どもが被害
に遭う犯罪や事故の発生を抑制しましょう。

◎シートベルトには事故被害軽減に大きな効果があり
ます。助手席、後部座席も着用しましょう。
◎夜間、歩いて外出する際は、必ず夜光反射材を身に
着けましょう。

２　交通事故状況

年別
町村別 令和元年 平成 30 年 増　減 増減率％

猪 苗 代 町 20 36 -16 -44.4
磐 　 梯 　 町 5 5 0 0
裏 　 磐 　 梯 4 6 -2 -33.3

　　　計 29 47 -18 -38.3

町村別
罪種別

猪苗代町 磐梯町 裏磐梯
元年 30 年 元年 30 年 元年 30 年

窃盗犯計 6 31 3 2 3 5
空き巣
金庫破り 2
事務所荒らし
出店荒らし 3
倉庫荒らし 2
侵入盗その他 6
置引き 1 1 1
車上ねらい
部品ねらい
脱衣場ねらい 2 1 1
自販機ねらい 5 1
万引き 1 3
職場ねらい 1
さい銭盗
畑荒らし
スキー・
スノーボード盗 3 2 1 1 1
非侵入盗その他 3 2 2
自動車盗 1
オートバイ盗
自転車盗 3
その他の
乗り物盗
暴行・傷害 3 1 2 1 1
詐欺・横領 1 1

遺失物等横領 2
器物損壊 2 1 3

その他の刑法犯 6 2
総　計 20 36 5 5 4 6
増　減 -16 0 -2

死亡事故 0 0 0 0 0 0
増　　減 0 0 0
人身事故 20 14 4 3 2 2
増　　減 6 1 0

統計調査

８月 10日～９月末の窓口業務延長日は
８月 20日、９月 10日、９月 24日です編

集
後
記

▼
長
い
梅
雨
が
や
っ
と
明
け

た
と
思
っ
た
途
端
、
暑
い
日

が
続
い
て
い
ま
す
。
仙
台
管

区
気
象
台
の
発
表
に
よ
る
と
、

８
月
も
気
温
が
高
い
日
が
多

く
な
る
見
込
み
と
の
こ
と
で

す
。
熱
中
症
に
気
を
付
け
て
、

元
気
な
夏
を
過
ご
し
た
い
で

す
ね
。
▼
ひ
ま
わ
り
こ
ど
も

園
で
開
か
れ
た
茶
道
教
室
を

取
材
。
背
筋
を
伸
ば
し
、
真

剣
な
表
情
で
取
り
組
む
子
ど

も
た
ち
の
姿
に
感
動
し
ま
し

た
。︵
半
澤
︶ 町では、町民の皆さんの利便性向上を図るため、毎

月第２、第４週の火曜日、午後７時まで住民票・税
証明発行などの窓口業務の時間を延長しています。

㉄総務課　行政管理係　☎（62）2111

講　　演
募　　集

【おわびと訂正】

　広報７月号（№ 705）の記事
中に誤りがありました。
　２ページ「今月の表紙」の記
事中、「細谷純さん」とあるの
は「細矢純さん」の誤りです。
　９ページ「スクールトピック
ス・人権の花贈呈」の記事中、「吾
妻小４、5 年生」とあるのは「吾
妻小３、４年生」の誤りです。
　深くお詫びして訂正いたしま
す。

町の人口
（福島県現住人口調査より）
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62）2111 【材料】４人分
・合いびき肉  300㌘・トマト  ２個・玉ネギ  １個・ニンニク  １片
・パセリ  ４㌘・サラダ油  大さじ１・しょうゆ  大さじ１
・カレー粉  大さじ１・塩  小さじ 2/3  

【作り方】
①トマトはヘタを取り、８～ 10 等分のくし型に切り、さらに横半
分に切ります。
②玉ネギは４～５等分のくし型に切り、さらに横半分に切ります。
③フライパンにサラダ油と粗みじん切りにしたニンニクを入れ、中
火で炒めます。
④ニンニクの香りが出てきたら玉ネギを加え、透き通るくらいまで
さらに３～４分炒めます。
⑤④にひき肉を加えてほぐしながら炒め、ほぼ火が通ったところに
カレー粉を混ぜます。
⑥⑤にしょうゆと塩を加えて味付けし、肉にしっかり火を通します。
⑦トマトを加えてさっと炒め、トマトが温まったくらいで火を止め
て器に盛り、みじん切りにしたパセリをふりかけて出来上がりです。

【一人当たりの栄養量】
エネルギー 274㌔㌍、塩分 1.8㌘

トマトとひき肉の
スピードカレー（減塩メニュー）

■一口メモ■
　カレー粉の辛みとトマトの酸味で塩分少な目でもおいしく食べられます。ご飯にもパンにも合うさわやか
な夏のカレーです。

食生活改善推進員コーナー ～生活習慣病予防メニュー～　　　№ 266

村尾　桜
さくら

さん（４年）

「はなといっしょに」

黒い画用紙の上に切り抜いた
色紙などを貼って花の形を作
りました。紙皿やシールも
使ってカラフルにしました。
葉っぱの細かいところを上手
に作ることができました。大川原凛

り

々
り

さん（１年）

みんなの美術館
８月は緑小学校のお友達の作品です

「ふしぎな花のたね」

不思議な種から咲いた花の絵
です。種の部分は、紙粘土で
作り、絵の具で色を付けまし
た。左上の大きい花がほかの
花と少し色が違うところを工
夫しました。

　町では、広報紙をスマートフォンなどで読むことができるアプリ
「マチイロ」による配信をしています。利用規約、プライバシーポ

リシーなどについては、㈱ホープのホームページをご覧ください。
ios 用 Android 用

※「マチイロ」アプリの利
用は無料ですが、通信料は
利用者の負担になります。
※広告が表示されますが、
その内容に猪苗代町は一切
責任を負いません。


